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（午前 ９時５９分 開会） 

脇坂理事 これより議会運営委員会理事会を開会する。 

 

 《席次について》 

脇坂理事 まずは席次についてである。この間会派の異動があったので、慣例により席次

の変更を行いたいと思うが、ただいまお座りいただいている席でよろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、この席次で決定をする。 

 

 《議会運営委員会理事会の会議記録について》 

脇坂理事 次に、議会運営委員会理事会の会議記録であるが、３月１日と３月12日の２回

分について事前に各理事にお送りしているが、この内容で承認いただけるか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、これで承認いただいたので、本日から公開の扱いとする。 

 

 《「杉並区総合計画（10年プラン）」等の改定に伴う会派要望の提出について 

脇坂理事 次に、「杉並区総合計画（10年プラン）」等の改定に伴う会派要望の提出につ

いて、理事者から説明があるので、よろしくお願いする。 

政策経営部長 私のほうから、計画改定に伴う議会会派の要望提出の依頼を申し上げたい

と思う。 

 今年度については、区政を取り巻く環境の変化を踏まえ、区の総合計画、実行計画、

協働推進計画及び行財政改革推進計画の改定を予定している。また、これらに関連する

計画としては、区立施設再編整備計画（第一期）・第二次実施プランの策定、さらには、

まち・ひと・しごと創生総合戦略の改定も予定している。これら６計画について、大変

忙しい中恐縮であるが、区民の皆様ほか区議会の意見も幅広く取り入れて改定を行いた

いと思うので、５月31日までに会派としての要望を文書で取りまとめの上、企画課に提

出いただければと思う。どうぞよろしくお願いする。 

脇坂理事 ただいまの説明について、何か質問はあるか。――それでは、締め切りに間に

合うように協力のほどお願いする。 

 理事者の方は退席いただいて結構である。 
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 《会派の異動について》 

脇坂理事 続いて、会派の異動について、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 ４月５日付で新しい会派、立憲民主党杉並区議団が結成された。略称は

漢字２文字「立民」、１文字は「立」となる。 

 所属議員は、太田哲二議員、山本あけみ議員、川野たかあき議員の３名。 

 会派の順番は７番目となる。 

脇坂理事 この件については説明のとおりなので、よろしくお願いする。 

 

 《会派の異動に伴う協議事項について》 

  (1) 議会運営委員会委員の構成について 

  (2) 議場の席次について 

  (3) 会派の順序について 

  (4) 会派控室について 

脇坂理事 次に、会派の異動に伴う協議事項について、新会派が結成された関係で、議会

運営について何点か協議をしていく。 

 それでは、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 私から、協議事項４点について説明をさせていただく。 

 まず１点目である。議会運営委員会委員の構成について、資料１をごらんいただきた

い。 

 会派の異動により、交渉会派人数に変更が生じたため、割当人数を計算し直したとこ

ろ、未来が２人から１人に、共産が１人から２人となる。委員会構成の変更を行うかど

うか、ご協議いただきたい。 

 ２点目である。資料２をごらんいただきたい。 

 議場の席次について、議席は会派ごとの枠組みとしている。新会派の議席について確

認する必要がある。なお、資料２は、現在の本会議の議席を記している。 

 ３点目である。会派の順序について。 

 申し合わせにより、会派の順序は多数会派順とし、同人数の場合は届け出順としてい

る。未来が６人から４人の会派となり、会派の順序は自無の次となる。 

 また平和が６人から５人の会派となり、共産、自無と同人数となるが、届け出順によ

り、公明の次という順番になる。 

 ４点目である。会派の控室について。 

 新会派の控室については、会派間で協議をし、平和の応接室として使用していた部屋
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を活用することとなった。なお、平和は１名減以上に面積が実際減っているので、４階

の倉庫スペースを加えることで面積調整をさせていただいた。また、未来は２名減によ

り、控室の面積を減らすことになる。 

脇坂理事 それでは、会派の異動に伴う協議事項について、それぞれ協議していきたいと

思う。 

 まず、議会運営委員会委員の構成についてであるが、資料１のとおり、未来が２人か

ら１人に、共産党が１人から２人となる。委員長としては、５月の委員の任期まで期間

は短いが、委員会構成の変更を行いたいと考えている。 

 議会運営委員会委員の構成について、未来を１減の１人、共産を１増の２人としたい

が、いかがか。よろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、そのように委員会構成を変更することとする。 

 続いて、議場の席次についてであるが、意見のある方は発言をお願いしたいと思う。

６月に区議補選があるので、新会派の枠組みを考慮した最小限の議席の変更としたいと

考えているが、いかがか。 

島田理事 今委員長が言ったように最小限がいいと思う。慣例として、非交渉会派の場合

は前に来るというパターンが多いので、太田議員を前のほうへ持ってきて３人がうまく

まとまれるような方向で、うちは幾らでも動いて構わないので、事務局でお考えいただ

ければと思う。 

脇坂理事 ほかに意見等あるか。――それでは、ないようなので、今の島田理事からの発

言を踏まえた上で、議席の変更については、次回変更案を私のほうからお示ししたいと

思うので、よろしくお願いする。 

 続いて、会派の順序であるが、これについては、説明のとおりでよろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、よろしくお願する。 

 最後、４点目。会派の控室についてであるが、新会派と平和の控室については説明の

とおりとなる。未来の控室については、事務局と調整の上、お金のかからない方法で、

パーティションで区切るなど面積の調整をお願いしたいと思う。 

 

 《常任委員会委員及び議会運営委員会委員の選任について》 

脇坂理事 続いて、常任委員会委員及び議会運営委員会委員の選任についてである。 

 昨年の５月18日の臨時会で、常任委員会及び議会運営委員会の委員を選任したが、任
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期は１年となっているので、改めて委員の選任を行う必要がある。ついては、５月17日

に臨時会を開催し、各委員を選任してはどうかと考えているが、よろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、常任委員会委員の選任についてと議会運営委員会委員の選任につい

てを付議事件とし、５月17日に臨時会を開催する方向で手続を進めていきたいと思う。 

 

 《特別委員会について》 

脇坂理事 次に、特別委員会についてである。まず、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 資料３をごらんいただきたい。現在４つの特別委員会が設置されている。

今後、特別委員会の構成、設置目的について、現在のままでよいか、また見直す点はあ

るかなど、検討のほどよろしくお願いする。 

脇坂理事 それでは、特別委員会について、各会派から意見があればお願いしていきたい

と思う。 

はなし理事 我が会派で話し合い、意見をまとめた。 

 まず災害対策は必要ではないか。文化・スポーツは、2020年オリンピックも控えてお

り、報告事項が少なくなっているが、当面は必要ではないかという意見。議会改革は、

次の１年で仕上げる覚悟を持ち、あと１年だけ必要ではないか。 

 道路交通対策特別委員会については、今回の議論以前からいろいろと議題となってお

り、いろいろと肉づけを図って対応してきた経緯があるので、新年度、役所の組織改編

もあり、今後の委員会についてはますます難しくなってきているのではないかという意

見が我が会派の中でも出ている。 

 とはいっても、会派として、特別委員会は４設置が望ましいということで、仮に道路

交通を廃止した場合にはどうするのかという意見もあった。 

 その中で、保健福祉委員会のボリュームが、常任委員会の中でも多くなってきている

という意見があり、その中からエッセンスを抽出しながら特別委員会のほうにできない

かという意見も出た。 

 理事各位においても、何かいいアイデアがあれば提案いただきたいと思っているし、

私たちに残された任期もあと１年というところもある。これを踏まえて、理事会で意見

がまとまらなかったケースも想定しなければいけないと考えている。 

 最終的には、新年度の体制は現状維持として、抜本的な見直しは、今期中に課題を洗

い出した中で、また新生議会に委ねるという形をとっていったほうがよいという選択肢

も入っており、柔軟に行っていきたいと考えている。 
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島田理事 今の自民の意見とほぼ同様である。 

 補足するのであれば、私も現在道交の委員だが、質疑の内容は外環がかなりの部分を

占めており、その質疑については、答弁すべき人がいないという状況なのかなと。区の

裁量を超えているところがあるので、なかなか議論がかみ合わないところもある。これ

までも懸案事項にはなってきていたが、これは改選後の課題としてしっかり検討してい

くべきであると思う。 

 保健福祉の話もあったが、もう少し常任委員会として閉会中も審査していただくとか、

いろいろな方法はあると思うが、切り分けた場合に、議案審査をどうするかとかさまざ

ま問題点があり、検討すべきことは非常に重要な点だと思っているので、できればこの

１年かけて、改選後はすっきりした形でできれば一番いいと思っている。これも鋭意、

理事会また議運でしっかりやっていくべき課題だろうということを提案させていただき、

改選まで１年なので現状でよいのではないかというところである。 

市来理事 私どもの会派は、現状維持ということでまとまっている。 

 道交については、組織改編もあって、交通政策自体が広がっている現状もあるかと思

うので、今のままでいいのではないかという意見が出ている。 

山田理事 私たちの会派も、来年が改選の時期でもあるで、それまでは当面この内容でい

いと思っている。 

 ただ、特別委員会のあり方については、例えば道交の話が先ほどから出ているが、連

続立体交差に関する調査事項も含めているが、実際はなかなか議題に上らなかったとい

うケースもあるので、どちらかというと、受け身ではなくて議会の側から積極的に調査

をする姿勢が求められているのかなと思っている。 

 外環については、隣接する自治体が、例えば練馬、世田谷、武蔵野、三鷹、調布全て

が外環に関する特別委員会を設置している状況でもある。そのために、杉並区でも外環

の調査というのは特別力を入れる必要があると思うので、そういったことも含めて、来

年以降検討する必要があると思っている。 

佐々木理事 当会派としても、改選までは現状維持の４委員会でいいのではないかという

意見である。 

 その他、やはり特別委員会のあり方というものが少し問われているので、ただいま各

理事からも話があったように、むしろ調査ということに力点を置いて、報告を聞くだけ

ではボリュームも少ないようであるので、そういったところで、何を調査しなければい

けないのか、必要なものを必要なだけというのが特別委員会の基本だと思っているので、

改選期に向けて、そろそろそのような話し合いもしたほうがよいのではないかと考えて
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いる。 

安斉理事 私どもの会派は、あと１年なので、４委員会は維持すべきだろうというふうに

思う。 

 ただ、先ほどから再三再四出ているが、特別委員会４つあるが、それぞれ課題がある

と認識している。今期中にはなかなか難しいと思うが、他の理事が言われたように、今

後の特別委員会のあり方というのは、ある程度今期に課題抽出をして、そして来期に回

していくことが必要ではないかと思う。 

 私も議員生活をしていて思ったのだが、特別委員会というと、どちらかというと受け

身で、理事者の報告事項を待っているような感があり、本来であれば、議会としてこう

あるべきではないかという話をしていく必要があると思う。 

 例えば文化芸術・スポーツに関する特別委員会であれば、今後のまちの整備と同時に、

文化としてどういうふうにまちづくりをしていったらいいのかとか、先ほど他の委員か

らも、東京オリンピック2020が来ますけれども、こういったときに杉並区としてどうあ

るべきかというのを一定の線で、杉並区として特別委員会の中である程度議論しながら、

まとまるもの、まとまらないものあると思うが、一定の方角とか考え方というのは議会

としては示していく必要があると思うので、そういう意味では、自発的に議会がそうい

うことを議論できるような感じに仕上げていく必要もあると思う。そういったことを今

後議会の中で議論しながら、いい方向で、主体的な運営を今後目指していく必要がある

と思うので、そういうことを今期中ある程度議論しながら来期に渡していくことは必要

なのかなと、そういう話が会派の中で出された。 

脇坂理事 今、６会派それぞれ意見があったが、何か意見、質問等はあるか。――今伺っ

ていた限りだが、４委員会を残したい、また現状維持に近い考えというのは、それぞれ

一致をしている部分があるのではないかというふうに感じている。とはいっても、特別

委員会に対する向き合い方というのがそれぞれまだ各会派の中で温度差が少しあるので

はないかというふうに思っているので、この点もう一度改めて個別にしっかりと調整を

した上で、私のほうで意見集約をした後に、特別委員会の構成については改めて次回の

理事会で考え方を示していきたいと思うが、よろしいか。――では、そのようにさせて

いただきたいと思う。 

 

 《ＩＣＴ活用に向けた今後の取り組みについて》 

脇坂理事 続いて、ＩＣＴ活用に向けた今後の取り組みについて、事務局から説明をお願

いする。 
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議会事務局次長 資料４をごらんいただきたい。４月13日にタブレット端末導入等に関す

る検討会から議長に、議会におけるＩＣＴの導入・活用について、検討報告がなされた。

内容は資料４に記載しているとおり、１、文書共有システム、２、コミュニケーション

ツール、３、タブレット端末、４、今後の課題となっている。検討会からは、今後も、

議会の課題解決に向けたＩＣＴ化を進めていくため、引き続き検討組織を設け、議会運

営及び議会活動におけるＩＣＴの活用について検討していくことも提案されているとこ

ろである。 

 ＩＣＴ活用に向けた今後の取り組みについて、検討いただきたい。よろしくお願いす

る。 

脇坂理事 それでは、ＩＣＴ活用に向けた今後の取り組みについて、意見のある方がいれ

ばお願いする。――特によろしいか。 

 それでは、まずＩＣＴ活用に向けた今後の取り組みであるが、検討会からの提案のと

おり進めていくことでよろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、提案のとおり、杉並区議会としてＩＣＴを活用していきたいと思う。 

 次に、検討組織については、昨年度と同様、議長のもとに検討会を設置することとし、

名称も含めて議長に一任をお願いしたいと思うが、よろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、そういう形で次回の理事会で協議をしていくということで、議長の

ほうもよろしくお願いする。 

 

 《公会計・財務に関する勉強会について》 

脇坂理事 続いて、公会計・財務に関する勉強会について、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 資料５をごらんいただきたい。昨年度、議員有志の勉強会として公会

計・財務に関する勉強会を立ち上げ、各会派から呼びかけ人を選出していただき、中村

議員を中心に、勉強会を２回開催した。今年度についても、８月上旬ごろの開催に向け、

引き続き検討していくとのことである。 

脇坂理事 ただいまの説明については、何かあるか。――それでは、この件についても、

よろしくお願いする。 

 

 《その他》 

  (1) クールビズの実施について 
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脇坂理事 次に、クールビズの実施について、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 申し合わせに従い、区議会において、例年どおり５月１日から10月31日

までの期間、クールビズを実施することとしてはいかがか。 

脇坂理事 ただいまの説明のとおり、ことしも５月１日から10月31日までの期間、クール

ビズを実施するということでよろしいか。 

      〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

脇坂理事 それでは、そのようにする。区長部局へは事務局から説明をお願いする。 

 

  (2) 区民からの要望について 

脇坂理事 次に、区民からの要望について、事務局から説明をお願いする。 

議会事務局次長 資料６をごらんいただきたい。今回配付したものは、平成29年度下半期

に区議会に寄せられた区民からの意見・要望、２件をまとめたものである。なお、いず

れも回答は不要というものである。この資料について、理事会終了後、全議員にポステ

ィングをさせていただきたいと思う。 

脇坂理事 ただいまの説明については、何かあるか。――それでは、後ほど全議員にポス

ティングされるので、よろしくお願いする。 

 最後に、次長から政務活動費について連絡がある。 

議会事務局次長 １点目は、お手元に配付した平成29年度政務活動費調査検討委員会の検

討結果について、本日、全議員宛てにポスティングをさせていただくので、御了承のほ

どお願いする。 

 ２点目は、平成29年度政務活動費の公開についてである。平成29年度政務活動費につ

いて、議員の方々から提出いただいた収支報告書、出納簿、領収書など、５月１日火曜

日から閲覧、情報公開の対象となるので、よろしくお願いする。 

 また、７月を目途に収支報告書を区のホームページに公開する予定となっている。あ

わせて御了承のほどお願いする。 

脇坂理事 本日の日程は以上だが、ほかに何かあるか。――それでは、本日の議会運営委

員会理事会を閉会する。 

（午前１０時２１分 閉会） 


